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 はじめに、市民の皆様のご活躍につきまして、報告させて

いただきます。 

 

【健康福祉の分野における活躍について】 

４月５日から５月１７日にかけて、「第２３回長崎県ねん

りんピック」が開催され、雲仙市からは１５競技、１０７名

の選手が参加し、国見町の吉武俊雄様がスポーツ交流大会ソ

フトテニス競技の男子ペア６０歳以上の部において、千々石

町の林田英明様、林田ともえ様が混合ダブルスの部において、

南串山町の渡部勝様が文化交流大会将棋競技ねんりんピッ

ククラスにおいて見事優勝されました。 

 

【産業の分野における活躍について】 

 ３月２５日、第６７回全国土地改良功労者表彰式が行われ、

雲仙市土地改良区の旧愛津原土地改良区の皆様が、県営農地

整備事業を機に、栽培規模の拡大と効率化に取り組まれ、馬

鈴薯を主体とした営農体系を確立するとともに、多面的機能

の活動組織との連携やその他地域活動が評価され、全国土地

改良事業団体連合会会長賞を受賞されました。 
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【スポーツの分野における活躍について】 

 ４月６日から１２日にかけてキルギスで開催された「２０

２６年アジアレスリング選手権大会」女子７２キロ級におい

て、国見町出身の吉武まひろ様が、銀メダルを獲得されまし

た。 

 さらに、５月２１日から２４日にかけて東京で開催された

「令和８年度明治杯全日本選抜レスリング選手権大会」女子

７２キロ級において、銅メダルを獲得されました。また、大

会後に行われた世界レスリング選手権大会の選考試合にお

いて勝利し、見事、代表権を獲得され、１０月にカザフスタ

ンで開催される世界大会に出場されます。 

 

【協働のまちづくりの分野における活躍について】 

 ５月１３日、田代原を拠点に活動する「特定非営利活動法

人 奥雲仙の自然を守る会」様が、雲仙地域の清掃活動やミ

ヤマキリシマ等の自然環境保全活動等に取り組まれてきた

ご功績により、令和８年度「みどりの日」自然環境功労者環

境大臣表彰を受けられました。 

 この度、様々な分野においてご活躍され、また、受賞をさ



 - 3 -

れました皆様方に対し、心からお祝い申し上げますとともに、

なお一層のご活躍を期待しております。 

 続きまして、主な市政の取り組み等につきまして、第２次

雲仙市総合計画の基本方針に基づき、報告させていただきま

す。 

 

【基本方針１「暮らしと安心」の分野について】 

地域防災体制の強化につきましては、５月２８日、出水期

を前に、がけ崩れが懸念される急傾斜地や、令和３年８月の

大雨により土砂崩れが発生した雲仙古湯地区、八万地獄、小

地獄地区において長崎県が実施している地滑り対策工事な

ど、市内４か所について点検を実施しました。 

今後も災害対応の充実とあわせ、防災、減災の取り組みの

強化を図り、市民の皆様の安全確保に努めてまいります。 

 

【基本方針２「産業と交流」の分野について】 

 多様な交流の実現につきましては、６月１日より来年１月

３１日開催の長崎ミュージックフェスマラソンにおけるラ

ンナーの皆様の参加エントリー、並びに大会を支えていただ
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くボランティアの皆様の募集が開始されました。 

また、本大会の魅力を広く発信していただく「大会アンバ

サダー」として、元マラソンランナーの瀬古利彦氏を起用す

ることが決定されました。 

本市といたしましては、今後もあらゆる機会を捉えて大会

の広報活動に努めるとともに、本大会の成功に向けて、引き

続き準備を進めてまいります。 

 

【基本方針４「人財と郷土」の分野について】 

 スポーツ大会・教室の充実と参加促進につきましては、４

月１１日から５月４日にかけて、「第２０回雲仙市ジュニア

スポーツ大会」が開催され、１０競技４６種目に、県内から

１７３チーム、総勢１，９９１名が参加し、熱戦を繰り広げ

ました。 

 本大会の開催に、ご尽力いただいた関係者の皆様に対し心

から感謝申し上げます。 

 

【基本方針５「協働と戦略」の分野について】 

市民活躍のまちづくりにつきましては、４月５日に「小浜
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温泉湯祭り」が開催されました。 

当日は多くの人で賑わっており、主催者の皆様のご尽力に

対し、感謝申し上げます。 

市民参画と行政運営につきましては、年々増加する外国人

住民と、地域住民の交流の場として、５月３１日に日本語交

流ひろばを開催いたしました。今後も、定期的な開催により、

日本語を学びつつ日本文化や生活習慣への理解を深めてい

ただくことで、地域の多文化共生を推進してまいります。 

自主財源の確保につきましては、企業版ふるさと納税制度

を通じて、５月２７日に宅島建設株式会社７５周年を記念し

て、グループ会社である大石建設株式会社様、大起建設株式

会社様、株式会社長崎西部建設様より合わせて５，０００万

円のご寄附をいただきました。 

いただいた多額のご寄附は、『ひとり親家庭への支援に活

用してほしい』というご意向に沿って、有効に活用してまい

ります。 

また、５月２９日に、株式会社地域みらいグループ様より、

「光り輝く雲仙力アップ事業」へ１００万円のご寄附をいた

だきました。 
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いただきましたご寄附は、ご意向に沿って、有効に活用し

てまいります。 


